高齢期の妻や親を介護する男性の介護状況に関する実態調査　石川県における介護支援専門員に対する質問紙調査 by 彦 聖美 et al.










施設に所属する介護支援専門員を対象に実施した．190 施設に属する 401 人の介護支援専門員から返信を
得た．介護保険制度における介護認定者を介護する男性介護者の割合はおよそ 12％と推定された．第 1 号





キーワード　男性介護者，要介護認定者，第 1 号被保険者，夫，息子 
１．はじめに
近年，妻や親を介護する男性介護者は増加して






















































川県地域包括支援センター一覧（2011 年 4 月 1
日現在）」と金沢市の地域包括支援センターであ
る「お年寄り地域福祉支援センター一覧（2011
年 4 月 1 日現在）」，「石川県内指定居宅介護支援




介護支援事業所 284 施設の合計 322 施設に所属
する介護支援専門員を対象に調査を実施した．
２．３　調査方法








担当する被介護者の人数（介護保険第 1 号・第 2
号の区別なし），④担当する被介護者の中で，男














































類と所在地域を表 1 に示す．190 施設に所属する
401 人の介護支援専門員から返送があった（施設
としての回収率 59.0%）．地域包括支援センター
が 38 施設中 19 施設（回収率 50.0％），居宅介護
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示す．男性介護者の総数は 1,342 人であった． 
1,342 人の内訳は，第 1 号被保険者を介護してい
る者が 1,219 人，第 2 号被保険者を介護している











者 88 人と不明・未記入者 35 人を除く 1,219 人を
対象として，全体と夫介護者と息子介護者別に集
計した結果を表 3 に示す．男性介護者の年齢階
級は，夫では 70 歳代と 80 歳代で 87.8％を占め
た．90 歳以上が 20 人（4.1%）含まれていた．息
子では，50 歳代と 60 歳代で 80.8% を占めた．一
















人で第 1 号被保険者の両親を介護している 7 人の
息子介護者がいたためである．男性介護者に介護











n=322 n=190 (%) % n=401 (%)
施設
地域包括支援センター 38 19 (10.0) 50.0 104 (25.9)
居宅介護支援事業所 284 166 (87.4) 58.5 292 (72.8)
無回答 － 5 (2.6) － 5 (1.2)
地域
　　加賀 57 37 (19.5) 64.9 77 (19.2)
　　石川中央 201 95 (50.0) 47.3 200 (49.9)
　　能登 64 54 (28.4) 84.4 120 (29.9)

















2 1 号被保険者 2 合被保険者を含む）を介護する男性介護者の割合
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表3　第1号被保険者を介護する男性介護者の属性
n % n % n %
地域
　　加賀 177 14.5 84 17.3 89 13.0
　　石川中央 594 48.7 235 48.5 335 48.8
　　能登 439 36.0 162 33.4 258 37.6
無回答 9 0.7 4 0.8 5 0.7
年齢階級
　20歳代 1 0.1 0 0.0 0 0.0
　30歳代 13 1.1 0 0.0 7 1.0
　40歳代 79 6.5 0 0.0 75 10.9
　50歳代 280 23.0 6 1.2 271 39.4
　60歳代 330 27.1 30 6.2 284 41.3
　70歳代 246 20.2 199 41.0 35 5.1
　80歳代 234 19.2 227 46.8 3 0.4
  90歳以上 20 1.6 20 4.1 0 0.0
　無回答 16 1.3 3 0.6 12 1.7
職業の有無
　有り 528 43.3 73 15.1 436 63.5
　無し 688 56.4 411 84.7 250 36.4
　無回答 3 0.2 1 0.2 1 0.1
世帯状況
　単独世帯 131 10.7 17 3.5 103 15.0
　夫婦のみ世帯 377 30.9 290 59.8 80 11.6
　夫婦と未婚の子の世帯 176 14.4 69 14.2 105 15.3
　ひとり親と未婚の子の世帯 239 19.6 2 0.4 234 34.1
　三世代世帯 170 13.9 81 16.7 84 12.2
　その他 119 9.8 25 5.2 78 11.4
　無回答 7 0.6 1 0.2 3 0.4
介護期間
　1年未満 131 10.7 45 9.3 79 11.5
　1～2年未満 250 20.5 84 17.3 159 23.1
　2～3年未満 219 18.0 83 17.1 128 18.6
　3～4年未満 169 13.9 60 12.4 103 15.0
　4～5年未満 171 14.0 79 16.3 85 12.4
　5年以上 261 21.4 129 26.6 122 17.8
　無回答 18 1.5 5 1.0 11 1.6
通院状況
　有り 545 44.7 350 72.2 179 26.1
　無し 326 26.7 54 11.1 260 37.8
　不明 332 27.2 80 16.5 237 34.5
　無回答 16 1.3 1 0.2 11 1.6
ａその他（n=43）と不明（n=4）の回答を含む。
男性介護者
全体　（n=12１9）a 夫 （n=485） 息子 （n=687）
1 号被保険者を介護する
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表4　第1号被保険者を介護する男性介護者のニーズ（複数回答）　
n % n % n %
支援ニーズの回答あり 1139 － 458 － 639 －
家事支援 463 40.6 189 41.3 254 39.7
知識や技術の支援 450 39.5 182 39.7 258 40.4
各種の情報サービス 601 52.8 234 51.1 348 54.5
地域住民の協力 111 9.7 44 9.6 64 10.0
人的支援 310 27.2 121 26.4 177 27.7
経済的な支援 168 14.7 63 13.8 97 15.2
介護物品の支援 310 27.2 121 26.4 182 28.5
制度などの政策の整備 188 16.5 69 15.1 112 17.5
当事者同士の交流の場 125 11.0 48 10.5 72 11.3
相談・カウンセリング 418 36.7 185 40.4 220 34.4
その他 53 4.7 30 6.6 19 3.0
支援ニーズの回答なし 80 － 27 － 48 －
ａその他（n=43）と不明（n=4）の回答を含む。
％は「回答あり」に対する割合である。
夫 （n=485） 息子 （n=687）
男性介護者
全体　（n=12１9）a
4 1 号被保険者を介護する 　
が最多であった．要介護度の高い要介護 4 と要介














る者は，夫で 21.3%，息子で 16.1% であった．
４．考察	
４．１　石川県の男性介護者の割合
2011 年度 10 月分の介護保険事業状況報告 11）
における石川県の要支援・要介護認定者は総数















の割合は 50,042 /51,878 である．今回の被介護者
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n % n % n %
性別と続柄
　　男性
父親 108 8.8 － － 108 15.6
その他 10 0.8 － － － －
続柄不明 1 0.1 － － － －
　　女性
母親 583 47.6 － － 583 84.0
妻 485 39.6 485 100.0 － －
その他 33 2.7 － － － －
続柄不明 3 0.2 － － － －
4.03－－2.03明不別性
年齢階級
　60歳代 76 6.2 66 13.6 6 0.9
　70歳代 370 30.2 242 49.9 113 16.3
　80歳代 589 48.0 169 34.8 398 57.3
　90歳代 182 14.8 6 1.2 170 24.5
100歳代 9 0.7 2 0.4 7 1.0
要介護度
　要支援1 112 9.1 40 8.2 68 9.8
　要支援2 166 13.5 73 15.1 89 12.8
　要介護1 297 24.2 101 20.8 179 25.8
　要介護2 246 20.1 89 18.4 148 21.3
　要介護3 173 14.1 73 15.1 96 13.8
　要介護4 141 11.5 64 13.2 73 10.5
　要介護5 91 7.4 45 9.3 41 5.9
自立度
　自立 12 1.0 4 0.8 8 1.2
　J1 53 4.3 22 4.5 30 4.3
　J2 210 17.1 72 14.8 125 18.0
　A1 272 22.2 113 23.3 152 21.9
　A2 298 24.3 111 22.9 177 25.5
　B1 122 10.0 47 9.7 68 9.8
　B2 136 11.1 60 12.4 72 10.4
　C1 52 4.2 27 5.6 22 3.2
C2 50 4.1 21 4.3 28 4.0
無回答 21 1.7 8 1.6 12 1.7
主病名（複数回答）
　　回答あり 1210 － 482 － 683 －
認知症 492 40.7 160 33.2 314 46.0
脳血管疾患 337 27.9 150 31.1 178 26.1
筋・骨格系疾患 181 15.0 73 15.1 101 14.8
がん 34 2.8 12 2.5 22 3.2
心疾患 152 12.6 36 7.5 112 16.4
その他内科的疾患 174 14.4 73 15.1 90 13.2
難病 84 6.9 58 12.0 23 3.4
精神疾患 44 3.6 21 4.4 18 2.6






夫 （n=485） 息子 （n=694）ｂ全体　（n=1226）a
第1号被保険者 第1号被保険者を介護する男性介護者の続柄
5 介護者に介護されている第 1 号被保険者の属性




































n % n % n %
介護保険サービスの利用（複数回答）
　回答あり 1222 － 482 － 693 －
介護用品 437 35.8 190 39.4 233 33.6
ヘルパーサービス（家事） 293 24.0 85 17.6 188 27.1
ヘルパーサービス（身体） 259 21.2 93 19.3 154 22.2
訪問看護 164 13.4 77 16.0 83 12.0
デイサービス 744 60.9 262 54.4 447 64.5
デイケア 238 19.5 106 22.0 128 18.5
訪問リハビリ 47 3.8 30 6.2 16 2.3
ショートステイ 281 23.0 101 21.0 173 25.0
訪問診察（往診） 102 8.3 42 8.7 58 8.4
訪問薬剤師指導 3 0.2 2 0.4 1 0.1
訪問入浴 35 2.9 21 4.4 13 1.9
配食サービス 95 7.8 24 5.0 67 9.7
移送サービス 70 5.7 38 7.9 32 4.6
住宅改修 210 17.2 98 20.3 107 15.4
その他 187 15.3 91 18.9 91 13.1
－1－3－4しな答回
私的サービスの利用の有無
889りあ答回 80.6 399 82.3 552 79.5
利用有り 184 18.6 85 21.3 89 16.1
利用無し 804 81.4 314 78.7 463 83.9





夫 （n=485） 息子 （n=694）ｂ全体　（n=1226）a
第1号被保険者 第1号被保険者を介護する男性介護者の続柄
6 1


















5 あるいは，障害高齢者の日常生活自立度が C ラ
ンク判定（寝たきり）の妻を介護する夫も多い．























察された．母親の介護を担う息子は 40 ～ 60 歳
代，有職者が多く，介護と就業の両立という大き
な課題がある．2007 年の調査では，男性の離職
者が増加し，退職男性の半数が 40 ～ 50 歳代で
あった 17,18）．息子世代が親の介護のために退職す
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Kiyomi HIKO，Sachie SUZUKI，Katsuko KANAGAWA，
Kazuko ISHIGAKI，Syuichi OOKI
Survey on the male caregivers who provide care to their elderly 
wives or parents － A questionnaire survey for care managers
in Ishikawa Prefecture －
Abstract
　The purpose of the present study was to investigate the current situation of care among 
male caregivers who help either their elderly wives or parents in the Ishikawa Prefecture. A 
questionnaire survey was mailed to all care managers registered at one of the 322 community 
general support centers and home care support offices in the Ishikawa Prefecture. Responses were 
obtained from a total of 401 care managers belonging to 190 centers/offices. 
　The proportion of male caregivers, among the total caregivers caring for people covered under 
long-term care insurance, was estimated to be approximately 12%. Of the 1,219 males identified as 
caregivers for the primary insured elderly needing care, 39.8% were husbands and 56.4% were sons 
of the primary insured individuals. The proportions of fathers and mothers cared for by their sons 
were 15.6% and 84.0%, respectively. 
　It was found that approximately 70% of husband caregivers themselves visited a physician 
regularly. The most frequent need cited was the need to access information (i.e., information 
dissemination and support). It was concluded that support for health anxiety is important for 
husband caregivers, whereas son caregivers feel the need to have their roles recognized.
Keywords　male caregiver, certification of long-term care need, primary insured, husband, son 
